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物  質  名 1,2-ジクロロプロパン ＤＢ－29 

別   名 
二塩化プロピレン 
塩化プロピレン 
 

C A S 番号 78-87-5 
PRTR 番号 第 1種 135 
化審法番号 2-81 

構 造 式 
 
 
 

 

分 子 式 C3H6Cl2 分 子 量 112.99 
沸 点 96.4 ℃ 1） 融 点 －100.4 ℃ 1） 
蒸 気 圧 53.3 mmHg (25℃) 2） 換 算 係 数 1 ppm = 4.12 mg/m3 (25℃) 
分 配 係 数（log Pow） 1.98 3） 水 溶 性 2.8 g/L (25℃) 4） 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 860 mg/kg 5）  
 マウス 吸入 LC50 1,000 ppm (2ｈ) 5）  
 ラット 経口 LD50 1,947 mg/kg 5）  
 ラット 吸入 LC50 14 g/m3 (8ｈ) 5）  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・Sprague-Dawleyラットに 0、100、250、500、750 mg/kg/dayをコーン油に添加して 13週間（5
日/週）強制経口投与した結果、500 mg/kg/day以上の群で死亡率の増加、100 mg/kg/day以上
の群で体重の有意な減少を認めた。また、ヘマトクリット値の減少、ヘモグロビン濃度の減

少、血清ビルビリンの増加、及び脾臓でのヘモジデリン沈着と赤血球生成要素の増多を伴う

溶血性貧血を認めたが、これらの症状の一部は 100 mg/kg/day群で発現した。この他、250、
500 mg/kg/day群で脾臓の相対重量の増加、肝毒性を示す OTCレベルの上昇、肝臓重量の増
加を認め、500 mg/kg/day以上の群で睾丸の退行変性を認めた 6）。この結果から、LOAELは
100 mg/kg/day（暴露状況で補正；71 mg/kg/day）であった。 
・Fischer 344ラットに 0、69.3、231、693 mg/m3を 13週間（6時間/日、5日/週）吸入させた結
果、693 mg/m3群で有意な体重減少を認めた。また、231 mg/m3群ではわずかな体重減少を認

めた。69.3 mg/m3以上の群では鼻腔粘膜に軽微な過形成を認めた 7）。この結果から、LOAEL
は 69.3 mg/m3（暴露状況で補正；12.4 mg/m3）であった。 
・ニュージーランドウサギに 0、693、2,310、4,621 mg/m3を、13週間（6時間/日、5日/週）、
吸入させた結果、693 mg/m3 以上の群で赤血球数、ヘモグロビン濃度及び赤血球沈殿容積％

の有意な減少を認めた。対照群及び全暴露群で嗅上皮での微少な変性を認めたが、4,621 
mg/m3で発生頻度が高く、重篤であった。この結果から、LOAELは 693 mg/m3（暴露状況で

補正；124 mg/m3）であった 7）。 

生生生    殖殖殖    ・・・    発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・Sprague-Dawleyラットに 0、0.024、0.10、0.24％を飲水に添加して投与した二世代試験の結果、
0.24％群の F0世代の親で体重減少、飲水量の減少を認めた。また、F0世代の母ラットで妊娠

・授乳期間中の体重減少及び赤血球数、ヘモグロビン濃度、ヘマトクリット値の有意な減少

を認め、出生仔では体重減少と生存率低下を認めた。しかしながら、投与量と生殖器官や生

殖に係わる要因（受胎能、交尾、受胎、生存胎仔、性比など）との関連性は認められなかっ
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た。F1世代の母ラットでは、妊娠・授乳期間中の体重、飲水量の有意な減少を認めたが、出

生仔では生存率の有意な低下を認めなかった。この結果から、NOAELは 0.1%（100 mg/kg/day）
であった 8）。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・慢性的に暴露を受けた場合、主な標的器官は肝臓と腎臓である 9)。 
・鉄道事故で本物質を含む液体（o-ジクロロベンゼン：1,2-ジクロロプロパン：二塩化エチレン

= 4 : 2: 1）300ガロンが流出し、24 時間以内に 7 人が死亡し、6 人が上下気道上皮の障害、
肺の水腫及び気腫、気管支炎、頻脈で入院したが、その内の 3 人は死亡したとの報告がある
10)。 
・死亡事例では、本物質 50 mlを摂取した男性で、ショック、せん妄、心臓血管の虚血が認め
られ、検死により肝臓の小葉中心における壊死が確認された 11)。 
・7～13 ％の本物質を含むエアロゾルに暴露された労働者に、アレルギー性皮膚炎が発生した
との報告が 2件ある 12)。 
・本物質は皮膚に対して穏やかな刺激性をもつ 13)。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：3 14) 

  実験動物及びヒトでの発がん性に関して十分な証拠がないため、IARCの評価では 3（ヒトに
対する発がん性については分類できない）に分類されている。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 

 ACGIH 15) TLV-TWA 75 ppm（347 mg/m3） 
TLV-STEL 110 ppm（508 mg/m3） 

 

 日本産業衛生学会  －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた LOAEL 100 mg/kg/day（脾臓
の相対重量増加など）を採用し、暴露状況で補正して 71 mg/kg/dayとし、試験期間が短いこと
から 10で除し、さらに LOAELであるために 10で除した 0.71 mg/kg/dayを暫定無毒性量等と
して設定する。 
 吸入暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた LOAEL 69.3 mg/m3（鼻腔粘

膜の過形成）を採用する。これを暴露状況で補正して 12.4 mg/m3とし、試験期間が短いことか

ら 10で除し、さらに LOAELであるために 10で除した 0.12 mg/m3を暫定無毒性量等として設

定する。 
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